
Form1－4 

Form 1 

意 見 欄 

1. 現在までの、論博研究者候補者との研究・教育上の関係及び論博研究者候補者の研究能力について 

 

2. 現在までの、論博研究者候補者の博士論文に関する研究の準備・進捗状況について 

 



Form 1 – 5 

3. 学位取得までの研究指導計画及び本事業による論文完成時期について 



Form 1 – 6 

4. 日本学術振興会の国際交流事業(※)による過去５年（平成30～令和4年度（2018～2022年度））の採用歴 

①日本側研究指導者が、本会の国際交流事業※を現在実施中、あるいは過去５年間に採択されたプログラムで研究代表者等を務めたこ

とのある場合には、それらの事業全てを記入して下さい。 
＊該当のない場合には「該当なし」と記入して下さい。 
＊事業名・課題名・交流相手国・採用期間・役割（研究代表者、コーディネーター、スピーカー等）を全て記入して下さい。 
②これまでの国際的な研究交流活動の実績（①を含む）と本申請課題との間に関連性がある場合は具体的に記入して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本会の国際交流事業については、「公募予定のある学術国際交流事業一覧」を参照してください 
 
 
 

5. 人権の保護及び法令等の遵守への対応 

本欄には、研究計画を遂行するにあたって、研究対象者の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研

究、生命倫理・安全対策に対する取組みを必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う相手国及び研究を実施する国・地

域の指針・法令等を含む）に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策や措置を講じるのか記述してくだ

さい。例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、行動調査（個人履歴・映像を含む）、国内外の文化遺産の調査

等、提供を受けた試料の使用、侵襲性を伴う研究、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の情報委

員会や倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となりますので手続きの状況も具体的に記述し

てください。 

なお、該当しない場合には、その旨記述してください。 

①該当あり（ ） 該当がある場合には左記に○印を付した上、対応を下記に記入してください。 

②該当なし（ ） 該当がない場合には左記に○印を付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Form 1 – 7 

6. 経費執行計画 

（１）申請経費総額         円 

年度 
申請経費（注

１） 
使用内訳 

旅費（注２） 物品費 謝金 その他 
2023 年度 円 円 円 円 円 
2024 年度 円 円 円 円 円 
2025 年度 円 円 円 円 円 

合計 円 円 円 円 円 
（注１）１会計年度につき 120 万円以内、総額 360 万円以内です。 

 
（２）受入・派遣計画 

年度 

受入・派遣 
総日数（A＋

B） 

論博研究者の受入 
日本側研究指導（協力）者の派

遣 
来日延べ日数

（A） 

来日回数 派遣延べ日数

（B） 

派遣回数 

2023 年度 日 日 回 日 回 
2024 年度 日 日 回 日 回 
2025 年度 日 日 回 日 回 

（注 1）受入・派遣の総日数（A+B）が各年度 30 日以上となるように計画してください。 

（注 2）Form2-6、19.Exchange Visit Plan と記載内容を統一してください。 


